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2019年（令和元年）9月

ボランティア活動
の魅力を教えて
いただいたよ！次の方々より天白区社会福祉協議会にご寄付をい

ただきました。厚くお礼申しあげます。天白区の地
域福祉推進に有効に活用させていただきます。

（令和元年5月１日から7月末日受付分 受付順）

○名古屋ヤクルト販売株式会社 様
○名城大学ボランティア協議会 様　○匿名　1件
●合計　3件 天白区社協マスコットキャラクターてんてん

　ねえねの通っている学校に
は、いろんな子がいます。
　ほとんど寝たきりの子もいれ
ば、元気に歩いている子、車椅子
を上手に操作して自由自在に動
き回る子、それぞれ個性があっ
て、とても楽しいところです。
　同じクラスのＡ君は、とっても
陽気で人なつっこい性格。
　毎朝、私の姿をみつけると、
｢ママー、遊ぼー！｣と言って、近
くに来てくれます。
　ねえねのお昼寝布団を敷いて
くれたり、荷物を運ぶのを手
伝ってくれたりするのが日課と
なっています。私もＡ君が手伝っ
てくれるのが嬉しくて、自分で
やったほうが早いけど（笑）、い

天白生涯学習センター“ふれあい広場”
★区内で活動する団体による楽しい企画いろいろ
★にこっちグッズ販売 / 作品展示/他
★オムツ替え·授乳コーナー、親子の休憩スペース有

　Tさんは、娘さんと同居の85歳女
性の認知症（短期記憶障害）の方で
す。先日、古い家具の処分のため、T
さんに了承を得て、娘さんが家具を
外へ運び出しました。数日後、ヘル
パーが訪問すると、外の家具が見当
たりません。Tさんに確認すると「誰
かが勝手に捨てようとした！」とご
立腹です。家具は全てTさん一人で
戻されたようで、処分は仕切り直し
となりました。
　対応策を考えるヘルパーは、Tさん
の情報を集め直したところ、ご近所
様から「最近のTさんは、毎朝、家の
周りを掃除している」との情報を得
ました。Tさんの早朝の掃除につい
て、娘さんは、寝ている時間のことで
気付かず、初耳で驚いていました。
　Tさんは、説明時の理解はありま
すが、すぐ忘れてしまいます。Tさん
は、実は毎朝行っていた掃除中に、
外に出された自分の家具を見つけ、
処分の話を忘れたことが原因で、怒

『クラスメイト』『クラスメイト』

   　4月から本誌編集委員の一員となり、初めて
編集会議に出席しました。未経験のことが沢山ありましたが、紙面のど
こを見ても、読者の皆様に「へえ～、面白そう、楽しそう、知らなかった、
興味がある。」と思っていただけるような紙面を目指し、固くなった頭を
フル回転させました。発行準備は、企画・編集など緊張の連続ですが、
一(いち)から作り上げるという、わくわくする楽しい気分を味わうこと
ができ、大変貴重な経験になりました。（むさしまる）

つも、ねえねのバッグを運んで
もらっています。
　「人の役に立ちたい！」という
気持ちがビンビン伝わってき
て、こちらまでピュアな気持ち
にさせられます。
　先生も上手に、A君ができそ
うな仕事を任せて、その気持ち
を大切にしているようです。
　6時間目が終わって、お迎えに
行くと、真っ先に、｢ママー！｣と、
飛びついてくるのはＡ君です。
　他のクラスの先生は、しばら
くの間、私がA君のママだと思っ
ていたようです。
　Ａ君、いつもありがとうね。こ
れからもよろしく。

（サトコ）

認知症の人の世界を知る（その50）　
「認知症の方の理解　　
～“誰も知らない日課”実はできていたこと～」

認知症の人の世界を知る（その50）　
「認知症の方の理解　　
～“誰も知らない日課”実はできていたこと～」

ヤマト

大和

等
※期間9/17～10/18迄の間で1～2回程度

り心頭となっていたのです。
　その後、娘さんは、Tさんが忘れる
前提で対応を考え、事前の家具の運
び出しを止めました。また、回収時
は、ヘルパーが Tさんの気をそらし
ている間に、娘さんが家具を運び出
すことにしました。結果、朝の日課は
続けたまま、Tさんの気分を損ねず
に家具は無事回収されました。
　認知症の方の生活は、同居の家族
やヘルパーでも知らないことが多々
あります。今回の事例のように、周囲
の方の何気無い情報が、認知症の方
の予想外の行動の発見やトラブルの
解決に繋がることもあるのです。
　家具処分のドタバタをよそに呑気
な T さん。今日も居間の花を見つけ
て「何これ！」と突然の号泣。その花
は、数日前に娘さんから贈られた母
の日の花でした。Tさんは、忘れてし
まうので、花を見るたびに毎朝新鮮
な母の日を迎えていました。（モカ）

こどもから、じいちゃん、ばあちゃんまで、みんなであそぼ。

第35回 天白区福祉区民のつどい

ふれ愛ネット天白
にこっち 天白社会福祉協議会

てんてん

2019.10.27（日）10:00～15:00

「まつり天白」
と同時開催

問合先「ふれ愛ネット天白」事務局(天白区社会福祉協議会内) 
         TEL:809-5550 FAX:809-5551

天白公園内、南西側小公園“福祉広場”
★楽しい福祉体験コーナーいろいろ
★販売コーナー·模擬店いろいろ
★赤い羽根共同募金 にこっちグッズ販売 / 他
一部のブースが、まつり天白“おまつり広場”へ出張
まつり天白·体験広場内、フリーマーケットエリアにて“民生バザー”も開催!
やむを得ず、内容等を変更することがあります。
●天白区福祉区民のつどいは、ふれ愛ネット天白と天白区社協による共同  
   事業として区内の福祉関係団体等で構成する実行委員会形式で開催し    
   ています。

https://www.facebook.com/
fureainettenpakukufukushikuminnotsudoi

2019年（令和元年）9月　第62号

い

（福）ほっとはむ天白区池場３‒４０８ TEL.808‒3613TEL.808‒3613

カフェハミングバードでは、日替わりランチ（ドリンク・
スープ・サラダ付）を６５０円（税込）で提供。
サンドイッチ、シフォンケーキなどもご好評いただいています

　みなさんは、どのような趣味や特技をお持ちですか?
　趣味や仕事で培われた特技や資格など、自分の得意なことや好きなことを活かすことが、誰かの役に立っ
たり、誰かが喜んでくださったりすることにつながるのであれば嬉しいですよね。
　本号では、趣味や特技を活かして、そんなボランティア活動をされている方々をご紹介します。

あなたの趣味やその特技！！
地域で活かしてみませんか
あなたの趣味やその特技！！
地域で活かしてみませんか

活動の先々でたくさん
の発見や喜びがあり、
みなさんと幸せな時間
を共有できたという
充実感です。
（ヘルマンハープ
  インストラクター山崎さん）

何といっても、子どもたちの
はじける笑顔を見られることと、
「ありがとう」の声を聴ける
ことです。

（ものづくり昭和の会メンバー荻原さん）

参加者のみなさんの
笑顔にであうことが
1番の魅力です。  

（日本茶インストラクター
  佐々山さん）
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天白区社会福祉協議会
TEL：809-5550
FAX：809-5551

前日ボランティア 当日ボランティア

日時 10月26日（土）
13:00～16:00

10月27日（日）
9:00～16:30

場所 天白生涯学習センター 天白公園または天白生涯学習センター

内容
会場の準備、ブース
設営補助（机やいす
の運搬・設営）など

ブース運営補助（ゲーム・製品販
売・着ぐるみ・赤い羽根共同募金・
子どもの見守り）、片付けなど

ボランティア活動は、自分ができるときに、できることを活かしてする活動です。「ボランティア活動って、何だか難しそう…」「自分にはボランティア
活動はできないな…」と思っていらっしゃるみなさん！まずは、ご自身の趣味や特技を活かしてできるボランティア活動で、自分色を探してみませんか。

研修・資格・交通費等
各種手当あり!

編集委員も演奏体験
　

「アンサンブル・クレール」での演奏の様子

「おいしいお茶の淹れ方」講座の様子

　１０月から赤い羽根共同募金運動
が始まります。
　赤い羽根共同募金は、高齢者、障
がい者、子どもたちなどへの地域
の福祉活動を支援する募金です。
災害時には「災害ボランティアセン
ター」の設置や運営など、被災地支
援にも役立っています。みなさまの
ご理解とご協力をお願いします。
昨年度実績額　９，８１０，８６２円

　天白区内の小・中学校の生徒から応募していただいた書
道とポスターの作品の中から、それぞれ入賞した作品の展
示をします。ぜひ、子どもたちの力作を見にご来場ください。

【連絡先】
名古屋市天白区共同募金委員会（天白区社会福祉協議会内）TEL：８０９－５５５０  FAX：８０９－５５５１
※赤い羽根共同募金の使いみちなどの情報につきましては、ホームページ（http://akaihane.or.jp）をご覧ください。

期　間 場　所 開館時間

１０月１９日（土）
～１０月３１日（木）

天白図書館
展示スペース

▶火～土曜（祝日を除く）　
　　　　9：30～19：00  
▶日曜・祝日
　　　　9：30～17：00
※休館日：10月２１・２８日

第７１回赤い羽根協賛
児童生徒作品展のご案内

「視覚障がい者ガイドボランティア養成講座」 「第３５回天白区福祉区民のつどい」ボランティア募集
視覚障がい者の外出支援や、学校等の福祉体験学習で
活動していただくボランティアの養成講座です。
●日　時：10月3・10・17日（各木曜日）※全3回
　　　　 10:00～12：00
●場　所：天白区在宅サービスセンター研修室
　　　　（原一丁目301原ターミナルビル3階）
●定　員：先着20人
●費　用：500円（保険・資料代）
　　　※3日目の実習で行う地下鉄乗車料金は自己負担
●内　容： 講話、屋内及び屋外でのガイド実習
●持ち物：筆記用具、動きやすい服装・履物
●申　込：9月26日（木）までに電話、FAX（住所・氏名・
　　　　電話番号・「ガイドボラ講座参加希望」と明記）
　　　　または窓口へ
●主　催：ガイドボランティアグループ「天白わかば」
●申込先：天白区社会福祉協議会　担当：丹羽

「天白区福祉区民のつどい」は、福祉のまちづくりを目的
に、区内の福祉関係団体等で実行委員会を組織し、区民
まつりと同時開催しているイベントです。前日の会場設営
や当日の運営を手伝ってくださる方を募集します。

「サンタクロース」ボランティア募集！
天白区内の保育園、子育てサロンや高齢者、障がい者福
祉施設などで実施するクリスマス会にサンタクロースを
派遣する事業を行います。この事業で、サンタクロースに
なっていただけるボランティアを募集します。
●募集対象：天白区内に在住の50歳以上の方
　　　　　(性別は問いません)
●活動時期：12月中
●内容：施設利用者にプレゼントを渡したり、サンタクロー
　　　スへの質問に答えたり、写真撮影などを行います。
※歌・楽器演奏・手品などのパフォーマンスは原則行いません
●申込：窓口・電話、ＦＡＸ（住所・氏名・電話番号・
　　　「サンタクロースボランティア希望」と明記）
●申込期間：10月1日(火)～１０月３１日(木)
●申込・問合先：天白区社会福祉協議会　担当：山田

シネマでみるふくし てんぱく２０１９
上映作品 「酔いがさめたら、うちに帰ろう。」
●日　時：11月16日（土）１３：００～１6：0０ 開場12:00
●場　所：天白区役所講堂（天白区島田二丁目２０１）
●申込不要
●入場無料
●その他 ①字幕・音声ガイド付き、多目的トイレ有
　　　　②12時から手作り小物・お菓子などの自主製品
　　　　　 の販売や作品の展示有
●問合先：天白区役所 福祉課福祉係      TEL:８０７-３８８３
　　　　 天白区障害者基幹相談支援センター TEL:８０４-８５８７

【活動内容】

　女性3名のハーピストから成るグループ「アンサンブル・クレール」の一員
として、ヘルマンハープの演奏活動をしています。高齢者施設や児童施設
へ定期的に訪問している他、「天白区福祉区民のつどい」、学区の老人クラ
ブ行事や「ふれあい・いきいきサロン」、「認知症カフェ」、病院のクリスマス会
など、天白区社会福祉協議会を通じての依頼にも協力しています。

　東日本大震災の後、自分の無力感に悩まされている時に、ヘルマンハープに出会いま
した。新聞記事で、ヘルマンハープの演奏会が名古屋で開かれることを知り、行ってみ
たのです。その美しく静かな音色に感動し、その後、「日本ヘルマンハープ振興会」の
ホームページ上でインストラクターの募集を知り、すぐ応募しました。
　「アンサンブル・クレール」は、私の主催する教室の生徒さんと結成したグループで
す。生徒さんからボランティアでの演奏依頼があり、私が初めてヘルマンハープに出
会った時のあの感動を分かちあいたいと思ったのが活動を始めたきっかけです。

　ヘルマンハープはバリアフリーの楽器ですので、年齢・性別・国籍・障がいの有無の垣根を取り払い、これ
からもいろいろな場所で演奏活動をしていきたいです。

　ボランティア活動を色に例えるならば、あわいピンク色です。演奏を聴いてくださったり、歌ったりしてく
ださる方々の姿を見て、パワーをいただくとともに、幸せな気持ちになるからです。

「ぱわわ★天白を元気にする情報紙」に
広告を載せてみませんか??

： 数：約58,500部
（中日新聞折込及びポスティングにより各戸配布しています）

：広告掲載料/裏面1枠… 20,000円
※複数枠掲載や連続掲載による割引もございます。詳しくはお問合わせください

天白区社会福祉協議会　担当:山田
（連絡先は本紙1面上部に記載）

広 告 募 集 中

連絡先
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　ヘルマンハープは、1987年にドイツ人のヘルマン・
フェーさんがダウン症の息子さんのために生み出した弦
楽器。専用の楽譜を弦と表の板の間に差し込み、弦の下に
現れた音符にそって指で弦をはじいて演奏します。

●対　象：中学生以上の方
●申　込：9月20日（金）までに電話または窓口へ
●申込先：天白区福祉区民のつどい実行委員会
　　　　事務局　天白区社会福祉協議会　担当：丹羽

心安らぐヘルマンハープの音色をお届けします！
～“ヘルマンハープインストラクター”山崎さんのお話～
心安らぐヘルマンハープの音色をお届けします！
～“ヘルマンハープインストラクター”山崎さんのお話～

　正会員7名（男性4名・女性3名）と準会員の男性2名から成るグループ「ものづくり昭和の
会」として、子どもみこしを作っています。地元の相生学区で子どもたちを集め、2度「子ども
みこし祭り」を行いましたが、大変なエネルギーを費やすので、会員の年齢なども考慮し、現
在は「制作集団」に特化して月2回程度集まって作業をしています。「出られる人が出られる
時に」が原則です。

　先日、区内2ヶ所の保育園さんに、子どもみこしの贈呈をさせていただきまし
た。今後も、自前でセールス活動?をしていきたいと思っています。
　以前からボランティアで相生小学校1年生の下校時の見守り活動をしており、
子どもたちから「みこしって何?私たちが乗れるの?」と尋ねられたことから「百聞
は一見にしかず。ダンボールと廃材を使って子ども用の軽量小型のみこしを作
ろう！」と仲間を募ったのが始まりです。幸い、最初に賛同してくださった会員の
「隠れ家」を作業場所として借りることができ、2年程前に発足しました。

和気あいあいとした雰囲気での制作。
真ん中にいらっしゃる男性が、代表の安井さん。

　子どもみこしの制作
には3ヶ月から半年くら
いを要します。贈呈を希
望される場合は制作期
間をご考慮の上、ご依
頼くださいませ！

愛情をこめて子どもみこしをお作りします！
～“ものづくり昭和の会”代表安井さんのお話～

　おいしいお茶を召しあがった後は、茶殻で
作るお浸しはいかがでしょうか。茶殻に、か
つおぶしとすりごまを適量入れて軽く混ぜる
だけ。お好みで醤油を。

　日本茶インストラクターとして、季節にあったおいしいお茶の淹れ方を、体験を通してみなさ
まにお伝えしています。3～4人でテーブルを囲み、グループごとの交流を図りながら取り組ん

　黄金色のおいしいお茶の色。
お茶は、人と人との結びつきや
安らぎを与えてくれます。お茶
には身体にも効く三大成分（カ
フェイン・カテキン・テアニン）
が含まれています。

おいしいお茶の淹れ方をお教えします！
～“日本茶インストラクター”佐々山さんのお話～
おいしいお茶の淹れ方をお教えします！
～“日本茶インストラクター”佐々山さんのお話～

でいただきます。「名古屋市はつらつ長寿推進事業」、「認知症家族サロン」や「愛知サマーセミナー」などで活動しています。
　12年程前に「NPO法人日本茶インストラクター協会」の存在を知り、通信講座で知識を得てから、1次・2次の試験を経てインス
トラクターの資格を取得しました。

　その頃、高齢者の孤独死という痛ましい現状が、テレビや新
聞で報道されていました。この資格を活かして何かお役に立
てることがないだろうか、と思ったことがきっかけとなり、民生
委員を務めている主人からのアドバイスで天白区社会福祉協
議会に行き、ボランティア登録をしました。

　これからも、子どもたちが目を輝かせてくれるような物を作りたいです。会員7名の考えと準会員
2名の知識で、虹のような仕事ができればと思っています。

　ボランティア活動を色に例えるならば、レインボーカラーです。正会員7名がそれぞれのカラーで
輝いていますし、準会員のうち1名は和太鼓の先生、もう1名は神主の資格を持っており、おふたり
には赤外線、紫外線のような無くてはならない大切な役目を担ってもらっています。

　これからも、今の活動をできる限り続けていきたいと思っています。

　ボランティア活動を色に例えるならば、やさしいお茶の色、黄金色です。
みなさまのお茶を囲む笑顔の色です。
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天白区社会福祉協議会
TEL：809-5550
FAX：809-5551

前日ボランティア 当日ボランティア

日時 10月26日（土）
13:00～16:00

10月27日（日）
9:00～16:30

場所 天白生涯学習センター 天白公園または天白生涯学習センター

内容
会場の準備、ブース
設営補助（机やいす
の運搬・設営）など

ブース運営補助（ゲーム・製品販
売・着ぐるみ・赤い羽根共同募金・
子どもの見守り）、片付けなど

ボランティア活動は、自分ができるときに、できることを活かしてする活動です。「ボランティア活動って、何だか難しそう…」「自分にはボランティア
活動はできないな…」と思っていらっしゃるみなさん！まずは、ご自身の趣味や特技を活かしてできるボランティア活動で、自分色を探してみませんか。

研修・資格・交通費等
各種手当あり!

編集委員も演奏体験
　

「アンサンブル・クレール」での演奏の様子

「おいしいお茶の淹れ方」講座の様子

　１０月から赤い羽根共同募金運動
が始まります。
　赤い羽根共同募金は、高齢者、障
がい者、子どもたちなどへの地域
の福祉活動を支援する募金です。
災害時には「災害ボランティアセン
ター」の設置や運営など、被災地支
援にも役立っています。みなさまの
ご理解とご協力をお願いします。
昨年度実績額　９，８１０，８６２円

　天白区内の小・中学校の生徒から応募していただいた書
道とポスターの作品の中から、それぞれ入賞した作品の展
示をします。ぜひ、子どもたちの力作を見にご来場ください。

【連絡先】
名古屋市天白区共同募金委員会（天白区社会福祉協議会内）TEL：８０９－５５５０  FAX：８０９－５５５１
※赤い羽根共同募金の使いみちなどの情報につきましては、ホームページ（http://akaihane.or.jp）をご覧ください。

期　間 場　所 開館時間

１０月１９日（土）
～１０月３１日（木）

天白図書館
展示スペース

▶火～土曜（祝日を除く）　
　　　　9：30～19：00  
▶日曜・祝日
　　　　9：30～17：00
※休館日：10月２１・２８日

第７１回赤い羽根協賛
児童生徒作品展のご案内

「視覚障がい者ガイドボランティア養成講座」 「第３５回天白区福祉区民のつどい」ボランティア募集
視覚障がい者の外出支援や、学校等の福祉体験学習で
活動していただくボランティアの養成講座です。
●日　時：10月3・10・17日（各木曜日）※全3回
　　　　 10:00～12：00
●場　所：天白区在宅サービスセンター研修室
　　　　（原一丁目301原ターミナルビル3階）
●定　員：先着20人
●費　用：500円（保険・資料代）
　　　※3日目の実習で行う地下鉄乗車料金は自己負担
●内　容： 講話、屋内及び屋外でのガイド実習
●持ち物：筆記用具、動きやすい服装・履物
●申　込：9月26日（木）までに電話、FAX（住所・氏名・
　　　　電話番号・「ガイドボラ講座参加希望」と明記）
　　　　または窓口へ
●主　催：ガイドボランティアグループ「天白わかば」
●申込先：天白区社会福祉協議会　担当：丹羽

「天白区福祉区民のつどい」は、福祉のまちづくりを目的
に、区内の福祉関係団体等で実行委員会を組織し、区民
まつりと同時開催しているイベントです。前日の会場設営
や当日の運営を手伝ってくださる方を募集します。

「サンタクロース」ボランティア募集！
天白区内の保育園、子育てサロンや高齢者、障がい者福
祉施設などで実施するクリスマス会にサンタクロースを
派遣する事業を行います。この事業で、サンタクロースに
なっていただけるボランティアを募集します。
●募集対象：天白区内に在住の50歳以上の方
　　　　　(性別は問いません)
●活動時期：12月中
●内容：施設利用者にプレゼントを渡したり、サンタクロー
　　　スへの質問に答えたり、写真撮影などを行います。
※歌・楽器演奏・手品などのパフォーマンスは原則行いません
●申込：窓口・電話、ＦＡＸ（住所・氏名・電話番号・
　　　「サンタクロースボランティア希望」と明記）
●申込期間：10月1日(火)～１０月３１日(木)
●申込・問合先：天白区社会福祉協議会　担当：山田

シネマでみるふくし てんぱく２０１９
上映作品 「酔いがさめたら、うちに帰ろう。」
●日　時：11月16日（土）１３：００～１6：0０ 開場12:00
●場　所：天白区役所講堂（天白区島田二丁目２０１）
●申込不要
●入場無料
●その他 ①字幕・音声ガイド付き、多目的トイレ有
　　　　②12時から手作り小物・お菓子などの自主製品
　　　　　 の販売や作品の展示有
●問合先：天白区役所 福祉課福祉係      TEL:８０７-３８８３
　　　　 天白区障害者基幹相談支援センター TEL:８０４-８５８７

【活動内容】

　女性3名のハーピストから成るグループ「アンサンブル・クレール」の一員
として、ヘルマンハープの演奏活動をしています。高齢者施設や児童施設
へ定期的に訪問している他、「天白区福祉区民のつどい」、学区の老人クラ
ブ行事や「ふれあい・いきいきサロン」、「認知症カフェ」、病院のクリスマス会
など、天白区社会福祉協議会を通じての依頼にも協力しています。

　東日本大震災の後、自分の無力感に悩まされている時に、ヘルマンハープに出会いま
した。新聞記事で、ヘルマンハープの演奏会が名古屋で開かれることを知り、行ってみ
たのです。その美しく静かな音色に感動し、その後、「日本ヘルマンハープ振興会」の
ホームページ上でインストラクターの募集を知り、すぐ応募しました。
　「アンサンブル・クレール」は、私の主催する教室の生徒さんと結成したグループで
す。生徒さんからボランティアでの演奏依頼があり、私が初めてヘルマンハープに出
会った時のあの感動を分かちあいたいと思ったのが活動を始めたきっかけです。

　ヘルマンハープはバリアフリーの楽器ですので、年齢・性別・国籍・障がいの有無の垣根を取り払い、これ
からもいろいろな場所で演奏活動をしていきたいです。

　ボランティア活動を色に例えるならば、あわいピンク色です。演奏を聴いてくださったり、歌ったりしてく
ださる方々の姿を見て、パワーをいただくとともに、幸せな気持ちになるからです。

「ぱわわ★天白を元気にする情報紙」に
広告を載せてみませんか??

： 数：約58,500部
（中日新聞折込及びポスティングにより各戸配布しています）

：広告掲載料/裏面1枠… 20,000円
※複数枠掲載や連続掲載による割引もございます。詳しくはお問合わせください

天白区社会福祉協議会　担当:山田
（連絡先は本紙1面上部に記載）

広 告 募 集 中

連絡先
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　ヘルマンハープは、1987年にドイツ人のヘルマン・
フェーさんがダウン症の息子さんのために生み出した弦
楽器。専用の楽譜を弦と表の板の間に差し込み、弦の下に
現れた音符にそって指で弦をはじいて演奏します。

●対　象：中学生以上の方
●申　込：9月20日（金）までに電話または窓口へ
●申込先：天白区福祉区民のつどい実行委員会
　　　　事務局　天白区社会福祉協議会　担当：丹羽

心安らぐヘルマンハープの音色をお届けします！
～“ヘルマンハープインストラクター”山崎さんのお話～
心安らぐヘルマンハープの音色をお届けします！
～“ヘルマンハープインストラクター”山崎さんのお話～

　正会員7名（男性4名・女性3名）と準会員の男性2名から成るグループ「ものづくり昭和の
会」として、子どもみこしを作っています。地元の相生学区で子どもたちを集め、2度「子ども
みこし祭り」を行いましたが、大変なエネルギーを費やすので、会員の年齢なども考慮し、現
在は「制作集団」に特化して月2回程度集まって作業をしています。「出られる人が出られる
時に」が原則です。

　先日、区内2ヶ所の保育園さんに、子どもみこしの贈呈をさせていただきまし
た。今後も、自前でセールス活動?をしていきたいと思っています。
　以前からボランティアで相生小学校1年生の下校時の見守り活動をしており、
子どもたちから「みこしって何?私たちが乗れるの?」と尋ねられたことから「百聞
は一見にしかず。ダンボールと廃材を使って子ども用の軽量小型のみこしを作
ろう！」と仲間を募ったのが始まりです。幸い、最初に賛同してくださった会員の
「隠れ家」を作業場所として借りることができ、2年程前に発足しました。

和気あいあいとした雰囲気での制作。
真ん中にいらっしゃる男性が、代表の安井さん。

　子どもみこしの制作
には3ヶ月から半年くら
いを要します。贈呈を希
望される場合は制作期
間をご考慮の上、ご依
頼くださいませ！

愛情をこめて子どもみこしをお作りします！
～“ものづくり昭和の会”代表安井さんのお話～

　おいしいお茶を召しあがった後は、茶殻で
作るお浸しはいかがでしょうか。茶殻に、か
つおぶしとすりごまを適量入れて軽く混ぜる
だけ。お好みで醤油を。

　日本茶インストラクターとして、季節にあったおいしいお茶の淹れ方を、体験を通してみなさ
まにお伝えしています。3～4人でテーブルを囲み、グループごとの交流を図りながら取り組ん

　黄金色のおいしいお茶の色。
お茶は、人と人との結びつきや
安らぎを与えてくれます。お茶
には身体にも効く三大成分（カ
フェイン・カテキン・テアニン）
が含まれています。

おいしいお茶の淹れ方をお教えします！
～“日本茶インストラクター”佐々山さんのお話～
おいしいお茶の淹れ方をお教えします！
～“日本茶インストラクター”佐々山さんのお話～

でいただきます。「名古屋市はつらつ長寿推進事業」、「認知症家族サロン」や「愛知サマーセミナー」などで活動しています。
　12年程前に「NPO法人日本茶インストラクター協会」の存在を知り、通信講座で知識を得てから、1次・2次の試験を経てインス
トラクターの資格を取得しました。

　その頃、高齢者の孤独死という痛ましい現状が、テレビや新
聞で報道されていました。この資格を活かして何かお役に立
てることがないだろうか、と思ったことがきっかけとなり、民生
委員を務めている主人からのアドバイスで天白区社会福祉協
議会に行き、ボランティア登録をしました。

　これからも、子どもたちが目を輝かせてくれるような物を作りたいです。会員7名の考えと準会員
2名の知識で、虹のような仕事ができればと思っています。

　ボランティア活動を色に例えるならば、レインボーカラーです。正会員7名がそれぞれのカラーで
輝いていますし、準会員のうち1名は和太鼓の先生、もう1名は神主の資格を持っており、おふたり
には赤外線、紫外線のような無くてはならない大切な役目を担ってもらっています。

　これからも、今の活動をできる限り続けていきたいと思っています。

　ボランティア活動を色に例えるならば、やさしいお茶の色、黄金色です。
みなさまのお茶を囲む笑顔の色です。
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ボランティア活動
の魅力を教えて
いただいたよ！次の方々より天白区社会福祉協議会にご寄付をい

ただきました。厚くお礼申しあげます。天白区の地
域福祉推進に有効に活用させていただきます。

（令和元年5月１日から7月末日受付分 受付順）

○名古屋ヤクルト販売株式会社 様
○名城大学ボランティア協議会 様　○匿名　1件
●合計　3件 天白区社協マスコットキャラクターてんてん

　ねえねの通っている学校に
は、いろんな子がいます。
　ほとんど寝たきりの子もいれ
ば、元気に歩いている子、車椅子
を上手に操作して自由自在に動
き回る子、それぞれ個性があっ
て、とても楽しいところです。
　同じクラスのＡ君は、とっても
陽気で人なつっこい性格。
　毎朝、私の姿をみつけると、
｢ママー、遊ぼー！｣と言って、近
くに来てくれます。
　ねえねのお昼寝布団を敷いて
くれたり、荷物を運ぶのを手
伝ってくれたりするのが日課と
なっています。私もＡ君が手伝っ
てくれるのが嬉しくて、自分で
やったほうが早いけど（笑）、い

天白生涯学習センター“ふれあい広場”
★区内で活動する団体による楽しい企画いろいろ
★にこっちグッズ販売 / 作品展示/他
★オムツ替え·授乳コーナー、親子の休憩スペース有

　Tさんは、娘さんと同居の85歳女
性の認知症（短期記憶障害）の方で
す。先日、古い家具の処分のため、T
さんに了承を得て、娘さんが家具を
外へ運び出しました。数日後、ヘル
パーが訪問すると、外の家具が見当
たりません。Tさんに確認すると「誰
かが勝手に捨てようとした！」とご
立腹です。家具は全てTさん一人で
戻されたようで、処分は仕切り直し
となりました。
　対応策を考えるヘルパーは、Tさん
の情報を集め直したところ、ご近所
様から「最近のTさんは、毎朝、家の
周りを掃除している」との情報を得
ました。Tさんの早朝の掃除につい
て、娘さんは、寝ている時間のことで
気付かず、初耳で驚いていました。
　Tさんは、説明時の理解はありま
すが、すぐ忘れてしまいます。Tさん
は、実は毎朝行っていた掃除中に、
外に出された自分の家具を見つけ、
処分の話を忘れたことが原因で、怒

『クラスメイト』『クラスメイト』

   　4月から本誌編集委員の一員となり、初めて
編集会議に出席しました。未経験のことが沢山ありましたが、紙面のど
こを見ても、読者の皆様に「へえ～、面白そう、楽しそう、知らなかった、
興味がある。」と思っていただけるような紙面を目指し、固くなった頭を
フル回転させました。発行準備は、企画・編集など緊張の連続ですが、
一(いち)から作り上げるという、わくわくする楽しい気分を味わうこと
ができ、大変貴重な経験になりました。（むさしまる）

つも、ねえねのバッグを運んで
もらっています。
　「人の役に立ちたい！」という
気持ちがビンビン伝わってき
て、こちらまでピュアな気持ち
にさせられます。
　先生も上手に、A君ができそ
うな仕事を任せて、その気持ち
を大切にしているようです。
　6時間目が終わって、お迎えに
行くと、真っ先に、｢ママー！｣と、
飛びついてくるのはＡ君です。
　他のクラスの先生は、しばら
くの間、私がA君のママだと思っ
ていたようです。
　Ａ君、いつもありがとうね。こ
れからもよろしく。

（サトコ）

認知症の人の世界を知る（その50）　
「認知症の方の理解　　
～“誰も知らない日課”実はできていたこと～」

認知症の人の世界を知る（その50）　
「認知症の方の理解　　
～“誰も知らない日課”実はできていたこと～」

ヤマト

大和

等
※期間9/17～10/18迄の間で1～2回程度

り心頭となっていたのです。
　その後、娘さんは、Tさんが忘れる
前提で対応を考え、事前の家具の運
び出しを止めました。また、回収時
は、ヘルパーが Tさんの気をそらし
ている間に、娘さんが家具を運び出
すことにしました。結果、朝の日課は
続けたまま、Tさんの気分を損ねず
に家具は無事回収されました。
　認知症の方の生活は、同居の家族
やヘルパーでも知らないことが多々
あります。今回の事例のように、周囲
の方の何気無い情報が、認知症の方
の予想外の行動の発見やトラブルの
解決に繋がることもあるのです。
　家具処分のドタバタをよそに呑気
な T さん。今日も居間の花を見つけ
て「何これ！」と突然の号泣。その花
は、数日前に娘さんから贈られた母
の日の花でした。Tさんは、忘れてし
まうので、花を見るたびに毎朝新鮮
な母の日を迎えていました。（モカ）

こどもから、じいちゃん、ばあちゃんまで、みんなであそぼ。

第35回 天白区福祉区民のつどい

ふれ愛ネット天白
にこっち 天白社会福祉協議会

てんてん

2019.10.27（日）10:00～15:00

「まつり天白」
と同時開催

問合先「ふれ愛ネット天白」事務局(天白区社会福祉協議会内) 
         TEL:809-5550 FAX:809-5551

天白公園内、南西側小公園“福祉広場”
★楽しい福祉体験コーナーいろいろ
★販売コーナー·模擬店いろいろ
★赤い羽根共同募金 にこっちグッズ販売 / 他
一部のブースが、まつり天白“おまつり広場”へ出張
まつり天白·体験広場内、フリーマーケットエリアにて“民生バザー”も開催!
やむを得ず、内容等を変更することがあります。
●天白区福祉区民のつどいは、ふれ愛ネット天白と天白区社協による共同  
   事業として区内の福祉関係団体等で構成する実行委員会形式で開催し    
   ています。

https://www.facebook.com/
fureainettenpakukufukushikuminnotsudoi
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（福）ほっとはむ天白区池場３‒４０８ TEL.808‒3613TEL.808‒3613

カフェハミングバードでは、日替わりランチ（ドリンク・
スープ・サラダ付）を６５０円（税込）で提供。
サンドイッチ、シフォンケーキなどもご好評いただいています

　みなさんは、どのような趣味や特技をお持ちですか?
　趣味や仕事で培われた特技や資格など、自分の得意なことや好きなことを活かすことが、誰かの役に立っ
たり、誰かが喜んでくださったりすることにつながるのであれば嬉しいですよね。
　本号では、趣味や特技を活かして、そんなボランティア活動をされている方々をご紹介します。

あなたの趣味やその特技！！
地域で活かしてみませんか
あなたの趣味やその特技！！
地域で活かしてみませんか

活動の先々でたくさん
の発見や喜びがあり、
みなさんと幸せな時間
を共有できたという
充実感です。
（ヘルマンハープ
  インストラクター山崎さん）

何といっても、子どもたちの
はじける笑顔を見られることと、
「ありがとう」の声を聴ける
ことです。

（ものづくり昭和の会メンバー荻原さん）

参加者のみなさんの
笑顔にであうことが
1番の魅力です。  

（日本茶インストラクター
  佐々山さん）
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